
 
 
 
 

令和 5 年 1 月 5 日 

愛 媛 大 学 

地域のインフラメンテナンスの明日を考えるシンポジウムを開催 

つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 

記 

日 時：令和 5 年 1 月 13 日（金） 13:30～17:00 

会 場：愛媛大学南加記念ホールおよび Web オンライン 

主 催：愛媛大学防災情報研究センター 

共 催：愛媛社会基盤メンテナンス推進協議会 

インフラメンテナンス国民会議インフラメンテナンス市区町村長会議四国ブロック 

えひめ建設技術防災連携研究会（CTB-ehime） 

協 力：社会資本の整備及び維持管理等に係る人材育成コンソーシアム 

プログラム：※詳細は別紙をご参照ください。 

■特別講演 

１．長崎大学 道守養成ユニットの取り組みと今後の展望（仮題） 

長崎大学インフラ長寿命化センター長 松田 浩 教授 

２．次期 SIP 事業（スマートインフラマネジメントシステム）の展開（仮題） 

東北大学インフラ・マネジメントセンター長 久田 真 教授 

■討論 ～地域のインフラメンテナンスの明日を考える～ 

コーディネータ：愛媛大学大学院理工学研究科 森脇 亮 教授 

パネリスト：大西 篤、古本 一司、松田 敏、沢田 和秀、河合 慶有、松田 浩、久田 真 
 
 
 
 
 

  ※送付資料 4 枚（本紙を含む） 

社会生活の基盤をなすインフラ施設の多くが建設後５０年を経て老齢・老朽化のときへと急速に向か

っています。その一方で、地域の人口減少問題等は深刻な状況を増しています。これらの相乗は、インフ

ラメンテナンスにおける人材不足、予算不足、技術不足などの課題となっています。そのような状況に鑑

み、愛媛大学では平成２６年度から「社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座」を開講してき

ました。本講座は、高度な知識と技術力を有し俯瞰的な視野からインフラメンテナンスを考え、官民の立

場を越えて地域社会の課題解決のために連携する総合的な技術者（四国 ME）の養成を目的としてい

ます。 

その開講から９年間が経過し、輩出した四国 ME は令和４年度をもって当初目標の２００人を超えるに

至ります。その間、国家戦略のメンテナンスサイクルは２巡目に入り、新技術の開発が進むなど、インフラ

メンテナンスを取り囲む環境は変化しつつあります。このシンポジウムは、本講座が開講１０年の節目を

迎える前年にあたり、“地域のインフラメンテナンスの明日”について議論する場とします。 

〔ME 養成講座 HP〕 http://www.cee.ehime-u.ac.jp/me/ 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学防災情報研究センター 山本・新門 

TEL：089-927-9021 

Mail：kensien@stu.ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 

http://www.cee.ehime-u.ac.jp/me/


地域のインフラメンテナンスの明日を考えるシンポジウム 
～愛媛大学社会基盤ME 養成講座の開講 10 年を前にして～ 

 
愛媛大学による「社会基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講座」は、国土交通省において“イ

ンフラメンテナンス元年”と称された平成 25年（2013 年）の翌年度から開講し、令和５年度で 10 年の
歳月を迎えます。本講座は“地域の社会基盤の再生を担うメンテナンス技術者（即戦力人材）の育成”を
目的として、高度な知識と技術力を有し俯瞰的な視野からインフラメンテナンスを考え、官民の立場を
越えて地域社会のために連携する総合的な技術者の養成に取り組んだものです。その９年間に本講座が
認定した“四国ME”は令和 4 年度をもって 200 名を超えるに至ります。その間、社会基盤の法定点検に
よるメンテナンスサイクルは２順目に入り、いくつもの新技術が開発され、その一方で地方都市におけ
る人口流出等の問題は激化の一途にあり、そのような中にあって地域におけるインフラメンテナンスは
さらに新たな展開に取り組むべき時にあります。本シンポジウムは、本講座が開講 10 年の節目を迎え
る前年にあたり、地域のインフラメンテナンスの明日について議論する場といたします。 
 
主 催：愛媛大学防災情報研究センター 
共 催：愛媛社会基盤メンテナンス推進協議会、インフラメンテナンス国民会議インフラメンテナンス

市区町村長会議四国ブロック、えひめ建設技術防災連携研究会（CTB-ehime） 
協 力：社会資本の整備及び維持管理等に係る人材育成コンソーシアム 
日 時：令和 5 年 1 月 13 日（金） 13:30～17:00（受付 13:00～） 
会 場：愛媛大学南加記念ホールおよび Web オンライン 
参加者：インフラメンテナンスに関わる全ての建設技術者および一般 
定 員：会場参加 100 名、Web オンライン 100 名 

CPD、CPDS プログラム（オンライン参加の方も対象） 
参加費：無料 
参加申込：次ページをご覧ください。 
 
プログラム（予定）： 
13:30～13:40 開会挨拶 愛媛大学社会連携推進機構長 若林 良和 
 主催者挨拶 愛媛大学防災情報研究センター長 バンダリ ネトラ P. 
13:40～14:40 特別講演（Web オンライン） 
 １．長崎大学 道守養成ユニットの取り組みと今後の展望（仮題）※30 分 
  長崎大学インフラ長寿命化センター長・教授  松田 浩 
 ２．次期 SIP 事業（スマートインフラマネジメントシステム）の展開（仮題）※30 分 
  東北大学インフラ・マネジメントセンター長・教授  久田 真 
14:40～15:00 休 息 
15:00～16:55 討論 ～地域のインフラメンテナンスの明日を考える～ 
 コーディネータ：森脇 亮（愛媛大学大学院理工学研究科教授） 
 パネリスト：大西 篤（四国地方整備局企画部事業調整官）、古本一司（愛媛県土木部技術監）、

松田 敏（インフラメンテナンス市区町村長会議四国ブロック、愛媛県西条市建設部長）、沢田
和秀（岐阜大学インフラマネジメント技術研究センター長・教授）、河合慶有（愛媛大学・土木
学会インフラメンテナンス総合委員会知の体系化小委員会委員）、Web 参加：松田 浩、久田 真 

会告 



 【話題提供】※各 5分 
 ①愛媛大学社会基盤ME 養成講座の取り組み～コロナ禍も乗り越えて～ 山本浩司 
 ②岐阜 ME と ME人材育成連携コンソーシアムの取り組み 沢田和秀 
 ③愛媛県におけるインフラメンテナンスの取り組み 古本一司 
 ④四国におけるインフラメンテナンスの取り組み 大西 篤 
 ⑤西条市におけるインフラメンテナンスと市区町村長会議四国ブロックの活動 松田 敏 
 ⑥土木学会インフラメンテナンス総合委員会 知の小委員会の取り組み 河合慶有 
 【討論】※60 分 
16:55～17:00 閉会挨拶 愛媛大学防災情報研究センター副センター長 吉井稔雄 
 
 
申込方法：申込フォーム https://forms.gle/Wvz2BkY7Jrgzvoz57 

（一人ずつ登録。右の QR コードよりスマホからも登録できます。） 
または、E メールか FAX（別紙に詳細）でお申し込みください。 

申込期日：1 月 10 日(火)、定員になり次第、締め切ります。 
問合せ先： TEL/FAX 089-927-9021 または Email kensien@stu.ehime-u.ac.jp 
 
（新型コロナウィルス感染予防） 

会場参加の方は、入口での検温、手指の消毒、マスク着用、参加者間の距離確保等、感染予防対策に

ご協力ください。発熱、咳症状等、体調が優れない場合及び感染拡大地域を訪問した場合は参加をご遠

慮ください。 
 

（その他） 
・学内の駐車場は利用できません。公共交通機関又は近隣の駐車場をご利用ください。 
・本シンポジウムは、土木学会 CPD 単位および全国土木施工管理技士会の CPDS ユニットの認定行事

です。単位認定をご希望の方は申し込み時にご連絡ください。後日、受講証明書等を送付いたします。

また、Web オンライン参加（Zoom）をご希望の方で、CPD を申請の場合は 100 文字程度の感想文の

提出をお願いします。CPDS の場合は当日に画面上で参加確認を行いますので、１人１台のパソコン

を使用し、Zoom に氏名の表示と映像（本人の顔）の表示をお願いします（会社等で複数人が１台の

パソコンで参加した場合や Zoom 上に本人の映像が表示されていない場合は、本人確認ができないた

め、受講証明書の発行はできません。）。 
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地域のインフラメンテナンスの明日を考えるシンポジウム 
～愛媛大学社会基盤ME養成講座の開講 10 年を前にして～ 

申し込み（1 月 10 日必着） 

・以下のいずれかの方法でお申し込みください。できるかぎり申込フォームをご利用ください。 

・E メール、FAX 申込の受付返信はいたしません。定員に達した場合は参加不可をお知らせします。 

・Web オンライン参加の方には、ご登録 E メールアドレスに ZoomURL を前日までにご案内します。 
 

■ 申込フォーム 
パソコン、スマートフォンなどからオンラインでお申し込みできます。 
以下の URL または右の QR コードを読み取って操作してください。 

https://forms.gle/Wvz2BkY7Jrgzvoz57 

■ Eメール 
送付先アドレス：kensien@stu.ehime-u.ac.jp 
以下の FAX 申し込みに同じ内容を送信してください。書式は問いません。 

■ FAX 
送付先 FAX 番号：089-927-9021 
参加ご希望の方は、以下の必要事項を記入の上、お申し込みください。 

氏名（ふりがな）  

連絡先：電話番号  

連絡先：E メールアドレス  

所属（機関・会社名、所属）  

参加方法 □ 会場参加（愛媛大学南加記念ホール） 

□ Web オンライン参加 

所属の分類 
※該当に印 
 

□ コンサルタント会社（調査） 

□ コンサルタント会社（設計） 

□ コンサルタント会社（測量） 

□ 建設会社（土木系） □ 建設会社（建築系） 

□ 行政（国） □ 行政（県） □ 行政（市町村） 

□ 大学 □ 一般 □ その他（         ） 

ME・道守の所属 
※該当に印 
 

□ 愛媛 ME の会 □ 岐阜 ME の会 

□ 道守養成ユニットの会 □ ME 山口の会 

□ ME 新潟の会 □ 舞鶴高専 iMec 
□ なし □ その他 ME（     ） 

土木学会 CPD □ 希望する   □ 不要 

全国土木施工管理技士会CPDS □ 希望する   □ 不要 

発行申請に必要な情報 CPDS 番号：       
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